
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

９ 月 の 主 な 行 事 予 定 
１日（木）引き渡し訓練 

２日（金）登校指導・給食開始 

身体計測 

５日（月）生活リズムチェック週間 

（～9 日） 

６日（火）6 年 保護者会 

（修学旅行説明会） 

      PTA 運営委員会 

 ７日（水）5・6 年委員会活動 

      職員研修（体育） 

8 日（木）5 年 脊椎側弯症検診 

     4 年 落語教室 

９日（金）１～５年 保護者会 

１３日（火）第 3 回下校指導 

      PTA 臨時総会 15：30 図工室 

１４日（水）定例研 13：30 下校 

１５日（木）6 年 修学旅行 1 日目 

１６日（金）6 年 修学旅行 2 日目 

１９日（祝）敬老の日 

 

２２日（木）校内研究授業 

       

２３日（祝）秋分の日 

２８日（水）4～6 年 クラブ活動 

（卒業アルバム用写真撮影） 

 

２９日（木）4 校時日課 13：30 下校 

３０日（金）４校時日課 13：30 下校 

      スクールカウンセラー来校日 
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９月１日を迎えて 
校長 吉田 直美 

 ８月 30 日から、なんとなく落ち着かない気持ちとなり、夏休み最終日となる 31 日に

はその気持ちが倍増していました。この時期、毎年のように児童生徒が自ら幼い命を断つ

といういたたまれない気持ちになる報道を耳にします。「明日から新学期だなあ。稲越小の

子供たちは無事に登校してくれるかなあ。今夜不安な気持ちで眠りにつく子もいるだろう

なあ。」 

そこで、あのようなメールを配信させていただきました。9 月 1 日の朝会で「昨夜のメ

ール、知っているかな」と尋ねたところ、大変多くの児童が挙手しました。ほっとし、安

心し、うれしく思い、お子さんに伝えてくださった保護者の方に感謝の気持ちでいっぱい

です。ありがとうございました。 

廊下で会ったある 1 年生は、「校長先生、昨日お母さんにメール読んでもらったよ」と

教えてくれ、ある高学年の子は自分の胸を拳で叩きながら「校長先生、ちゃんと命持って

きたよ」と誇らしげに伝えてくれました。引き渡し訓練で来校した保護者の方々からも

「親である自分も安心しました」と声をかけていただきました。 

登校時、保護者の方にお会いすることがありますが、皆さん「よろしくお願いします」と

おっしゃいます。「お預かりいたします」と返しながら、すべての子供たちの命を預かって

いるその責任の重さを痛感し、保護者の言葉をかみしめています。 
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 1 学期に学校で実施した歯科検診。医師からむし歯の指摘があったお子さんには、検診
後に保健室からの治療勧告書をお渡しさせていただきました。その後、どうされています
か。 
 「のどが痛い」「発熱した」「ねん挫した」などといった症状の場合、内科、小児科、整
形外科等、その症状に合わせて専門科を受診します。そして医師の適切な診断により、薬が
処方されることもあり、治癒するまでの過ごし方を助言していただきます。軽い症状であれ
ば、様子を見て受診しなくても自然治癒することもありますので、それぞれのご家庭で判断
していることでしょう。 
 しかし、むし歯に関しては、様子を見ていても、自然治癒することはありません。さら
に言うならば、受診しても「むし歯が治る」ことはありません。これ以上悪化させないため
の対処療法としての治療をしてもらうことになります。 
本校は長年、給食後の歯みがきを続けており、6 月には、歯みがきばっちり週間の取り組

みも行っています。呼びかけ、クイズ、読みを聞かせ等、啓発活動を行っているところでは
ありますが、残念ながら、市川市内の小学校の中でも、むし歯の保有率が高く、また、治療
率が低いという結果が続いています。 
むし歯の治療は痛みが伴うことから、受診を嫌がるお子さんもいることと思いますが、早

めに受診することで、その後一生使う歯の健康を少しでも長く維持することができます。夏
休み中に受診できなかったお子さんは、ぜひ一度、医師に診てもらうとよいと思います。
「歯は命！」私たちの食生活の入り口となる歯の健康を維持していきたいものですね。  

                 
  

 
 
                               
 

  
 
 
 
 
 
 
    
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

  

                                                  

 

 

 

 

 

 

 

 

夏休み中に次々と開花し、全部で 12 輪のひまわ

りが咲きました。枯れるのを待って、今、校長室前

には、たくさんの種を実らせた 3 輪を置き、子供

たちに見てもらっています。稲越自治会長の服部さ

んにお話ししたところ、種を分けてもらいたいと、

うれしいご依頼をいただきました。このあと、いく

つの種が取れたか数えたいと思っています。          

 全部でいくつあるかなあ～？ 

 

 

 

 

 

 

 

この夏、久しぶりの行動制限

のない夏でした。 

連日、水難事故の報道があ

り、それを耳にするたびに、い

たたまれない気持ちになりまし

た。家族や友達との楽しい時間

だっただろうに。 

やはり、「命 はなまる！」に

尽きると、改めて実感した夏で

した。 

 

 

 

 

むし歯の治療って どうしていますか？ 

 9 月 1 日、帰りの支度を終えた 1 年生の教室で、聞いてみました。 

「もし、お隣に住んでいる方がお迎えに来たら、どうするの？」「いかな～い」 

「では、お友達のママが一緒に帰ろうねってお迎えに来たら？」「それもいかないよ」 

その通りですね。引き渡し訓練の目的は「学校がお子さんを保護者に確実に引き渡すこ

と」です。保護者の方と下校することで、帰宅途中の不慮の事故を防ぐことにもなりま

す。 

1 年生は、担任からしっかりと話を聞いていたのでしょう。「自分の身は自分だけでは

守り切れない」けれど、「自分で守れることは自分で守る」という鉄則を理解したようで

す。そんな 1 年生を誇りに思いました。 

 


